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１．計画概要 

 

■平成１９事業年度の事業計画は、日本高速道路保有・債務返済機構との協定締結に 
基づき、高速道路事業について協定内容に整合したものとしています。 

 

新潟支社管内の高速道路建設事業では、１道路約１０㎞の建設、１道路約９㎞の改築を実施し、

高速道路管理事業では、５道路約４２０㎞の管理を行います。 

 

 

■平成１９年度新潟支社事業費 

 

項 目 事業費 

高速道路管理費 １５７億円 

 道路維持管理費 １１７億円 

 道路業務管理費 ４０億円 

高速道路新設・改築費 １４０億円 

高速道路修繕費 ４７億円 

合   計 ３４４億円 

 

 

 



２．高速道路建設事業の事業計画 

 

 

 

平成１９事業年度の高速道路の新設、改築事業については、約１４０億円の事業費

により、早期の高速道路ネットワーク形成を目指し事業を進めます。 

■平成１９事業年度は、日本海東北自動車道（中条～荒川）の新設事業、上信越自動 

車道（豊田飯山～信濃町）の４車線化事業を推進します。 

 

■事業実施にあたっては、コスト削減への継続的な努力を前提に、信頼性の高い高速 
道路ネットワークを構築するため、機構との協定に基づき計画的かつ重点的な高速 
道路整備を行うととともに、その機能の向上・強化を図ります。 

 

 

 

 

 

■事業概要 

日本海東北自動車道（中条～荒川）は、平成１４年度に開通した新潟空港～中条間と接続し、

並行する一般国道７号等の交通混雑の緩和や県北地域への観光産業、経済交流等の活性化に 

寄与する重要な道路です。 

■平成１９年度事業 

全線にわたり工事に着手しており、平成１９年度については、工事の鋭意進捗を図ります。 
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日本海東北自動車道（中条～荒川）の新設事業の推進 
《平成２１年度の開通を目指し、事業の推進を図ります》 

本線工事用道路として先行整備された 
胎内川に架かる胎内川橋 

鋭意盛土施工を実施している 

（荒川 IC 付近） 

約 10km 約 20km



 

 

 

 

■事業概要 

長野県と新潟県を結ぶ動脈としての役割を担い物流・観光等に大きく寄与している上信越 

自動車道（豊田飯山～信濃町）の４車線化事業は、交通集中による渋滞の解消、観光地などへ

のアクセス向上を図ることで、更なる観光産業、経済交流等の活性化に寄与する重要な事業  

です。 

■平成１９年度事業概要 

全線にわたり工事に着手しており、平成１９年度については、舗装工事を発注し、工事の  

鋭意進捗を図ります。 
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飯綱町

長野市

信濃町

18

117

117 292

403

豊田飯山ＩＣ

信州中野ＩＣ

長野県

黒姫野尻湖PA

信濃町ＩＣ

中野市

至　更埴JCT

至
　
上
越

JCT

上信越自動車道（豊田飯山～信濃町）の４車線化事業の推進 
《平成２１年度の開通を目指し、事業の推進を図ります》 

薬師岳トンネル坑口の状況 さみずトンネルの掘削状況 

４車線化工事区間

8.6ｋｍ 



３．高速道路管理事業の事業計画 

 

 

 

 

 

また、トータルコストを削減し、効率的な道路管理に取り組みます。 

冬期の交通確保に主眼を置き、安全で円滑な走行環境とお客様に満足いただける

サービスを提供します。 

 

 

（１）安全で円滑な道路交通を確保します。

■毎日安心してご利用いただけるよう、道路のキメ細かな日常管理を行います。 

●お客様に安心してご利用いただけるよう、路面や橋梁、トンネル、施設設備などの  

維持・点検に努めます。 

 

【橋梁点検車を用いた橋梁点検】

 

【トンネル換気設備構造検査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●路上工事による車線規制を減らし、交通の円滑化を目指します。 

 

■お客様に満足いただける道路管理を行います。 

●地域性や路線特性を考慮した顧客満足度（CS）結果を基に、維持管理事業との関連性を  

分析し、ＣＳ向上に努めます。 

 

■道路の走行環境の向上を図るため、交通安全対策や舗装の高機能化を推進します。 

●雨天時の走行環境を向上させるため高機能舗装化を進めます。[高機能舗装率約５１％] 

 

●暫定２車線区間の車線逸脱防止対策等の整備により、効果的な安全対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凹型路面表示 導流レーンマーク  
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■道路の定時性を確保するため、通行止め時間の削減を目指すとともに、道路情報 

提供の充実を図ります。 

 

●関係機関との連携により通行止めの際には迅速な交通の回復に努め、通行止め時間の短縮を図

ります。 

○迅速・効率的な作業・点検等により通行止め時間の短縮を目指します。 

 

●渋滞時速度回復情報や渋滞予測情報の提供などを実施するなど、渋滞緩和に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
渋滞状況情報の提供状況 

 

●情報提供機器をより有効に活用し、リアルタイムで詳細な情報提供の更なる充実に努めま

す。 

 

●通行止め発生時には、開通を待たれているお客様に対して、様々な手段により、通行止  

解除に向けた作業状況などの情報を提供していくよう努めます。 

○休憩施設エリア内の拡声器などによる情報提供、料金所での情報提供、電話での応対、

マスコミへの情報提供等、よりできる限りの情報を提供するよう努めます。 
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■雪に強い道路を目指すため、雪氷作業や雪氷対策施設の充実を図ります 

 

●冬期間の気象急変に対してもできる限り交通を確保するよう、地域・気象特性に即した

雪氷作業や効率的な除雪車の配置等に取り組みます。 
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ロータリー車による路肩拡幅除雪 除雪トラックによる車線新雪除雪

 

●降雪時の走行性向上のため、保護路肩部に防雪柵を設置するなど、視程障害防止対策

を進めます。 

 

●除雪車Ｕターン路などの雪氷施設設備を改良し、雪氷作業性の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

：除雪車の作業順路 

 

 

 

 

 

 雪氷Ｕターン路の構造（イメージ）

 

●ホームページを活用して、各道路のリアルタイムな気象状況（気温・路温・風速・     

画像情報）及び降雪予想や気象予報等を提供します。 

 

●大雪が予想される場合、広域情報板、ハイラジ及び

ハイテレにて事前広報を実施し、情報提供を行いま

す。 

 

●大雪が予測される場合には、臨時に情報を提供しま

す。 臨時に設置した情報板 
 

 



 

■災害に強い道路ネットワークを構築するため、橋梁の耐震補強など防災対策を推進

します。 

 

●阪神・淡路大震災クラスの大地震にも耐えられるよう、対策が必要な橋梁の補強※１を 

行っていきます。 

○北陸道と関越道で橋梁の補強を行い、平成１９年度末では当該路線の橋脚耐震補強

完了率が約６８％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 橋脚の耐震補強

 

※１  昭和５５年の道路橋示方書より古い基準を適用した橋梁で、耐震補強を必要とする橋脚 
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■地域、関係機関、他の高速道路会社等との連携を強化し、高速道路による社会 
への貢献を目指します。 

 

●地域のイベントに積極的に参加して利用促進を図るなど、地域に根付いた高速道路を

目指します。 

○大規模なイベントだけでなく、高速道路の沿道で行われる清掃等のボランティア 

活動などにも参加していきます。 

 

●常に安全で安心して円滑にご利用いただき、高速道路が地域のくらしの向上に寄与する

よう、道路管理を適切に行います。 

○管内の事務所で、建設中や供用中の道路の現場を公開して、地域の皆様に高速道路

を身近なものとして感じていただけるよう努めていきます。 

○関係機関と共同で交通安全運動を展開して、交通事故の軽減に努めます。 

 

●大規模災害時には、関係機関や他社との連携を図り、高速道路が緊急輸送路として迅速

かつ円滑に機能するよう努めます。 

 

 

○ ボランティアや地域の皆様と高速道路 
周辺の清掃（上越市三の輪台地区） 

○ 沿線市町村議会の皆様への現場公開 
（上信越自動車道 熊坂トンネル） 

○ 地域の皆様への現場公開 
（北陸自動車道 親不知海岸高架橋） 

○ 交通安全キャンペーン 
（北陸自動車道 黒埼ＰＡ） 
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（２）ETC を活用した弾力的な料金設定など、多様なサービスを提供します。 

■ETC の利便性の向上、ＥＴＣを活用した料金企画割引などお客様サービスの充実に

取り組みます。 

●ＥＴＣを活用して地域と連携した料金割引を実施し、お客様サービスの向上に努めます。 

 

●ＥＴＣの利用促進に向け、更なる普及促進策・利便性の向上に努めます。 

 

●ＥＴＣ利用率の向上等に即したＥＴＣレーンの増設を行います。 

 

●ＥＴＣカード未挿入をお知らせするアンテナの設置を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人・環境にやさしい道路管理に取り組みます。 

●ＣＯ2の吸収・固定などの地球温暖化防止に資するため、盛土のり面の樹林化を進めます。 

○北陸道、関越道で盛土のり面樹林化を行い、平成１９年度末では盛土のり面樹林化  

完了率が約８３％となります。 

 

樹林化施工直後の状況 樹林化施工４年後の育成状況 

 

 

 

 

 

 

●循環型社会の育成に資するため、建設発生土、コンクリート塊、アスファルトコンク

リート塊などの建設副産物のリサイクルを推進します。 

 

●お客様が快適・便利・安心してご利用いただけるよう、トイレのリフレッシュを進め

ます。 

○洋式便器に暖房・洗浄便座の整備、温水対応の自動水栓の整備を進めます。 
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■スマートＩＣの円滑な運用を推進します。 
 

●スマートＩＣとは、「ＥＴＣ専用のインターチェンジ」のことです。従来に比べコンパクトに

インターチェンジの設置が可能なため、高速道路の通過地域だった休憩施設などにスマート 

ＩＣを設置することにより、周辺地域のアクセス性の向上、高速道路の利便性の向上が期待 

され、かつ高速道路の有効活用につながるものです。 

 

●平成１９年度は、平成１８年度に本格運用を開始した３箇所に加え、更に２箇所の本格運用を

開始します。 

 

●本格運用したスマートＩＣについて、より円滑な運用を目指し、地域の皆様と連携を図りな

がら必要な改良を行っていきます。 

 

【スマートＩＣ本格運用箇所の状況】 

道路名 休憩施設名 利用台数(*1) 本格運用開始日 運用時間 

北陸自動車道 黒埼ＰＡ 約６６０台/日 平成 18 年 10 月 1 日 6:00～22:00

関越自動車道 大和ＰＡ 約４９０台/日 平成 18 年 10 月 1 日 6:00～22:00

上信越自動車道 新井ＰＡ 約５４０台/日 平成 18 年 10 月 1 日 6:00～22:00

日本海東北自動車道 豊栄ＳＡ 約３１０台/日 平成 19 年 4 月 1 日 6:00～22:00

北陸自動車道 大潟ＰＡ 約４７０台/日 平成 19 年 4 月 1 日 6:00～22:00

*1：利用台数は、平成１８年４月１日から平成１９年２月末までの日平均利用台数（速報値）。 

（但し、豊栄、大潟は社会実験開始日から平成１９年２月末までの日平均利用台数（速報値）。） 

 
黒埼ＰＡへ流入する車輌 豊栄ＳＡスマート IC 

 
 

非 ETC 車退出路 

豊栄 SA 内
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（３）トータルコストを削減し、効率的な道路管理に取り組みます。 

 

■適切な管理水準の検討・実施、ライフサイクルコストの最小化を図るマネジメント

手法の定着、新技術の開発など、効率的な道路管理を行います。 

●新技術の開発、新工法の実施、新しい設計方法、規格の見直し、新しい発注方法等に

よるコスト削減を目指します。 

 

 

 
（４）道路管理におけるリスクマネジメントを適切に実施します。 

 

■緊急時も迅速・適切に対応できるよう、危機管理を強化します 

●大規模災害時にも道路の早期復旧に努め、高速道路が緊急輸送道路として迅速かつ円滑

に機能するよう努めます。 

●国や地方自治体との連携を強化し、また、マニュアルの整備や適切な防災訓練等を実施

するなど、危機管理体制を強化します。 

 

■お客様から公平に通行料金をご負担頂くため、不正通行対策を徹底します。 

●強行突破通行等に対して、不正通行対策本部を設置し警察との積極的な連携により 

「不正通行は許さない」姿勢で対策に取り組みます。 

 

■料金所の総合安全対策として、安全性向上のための各種設備の設置を進めて

いきます。 
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４．サービスエリア・パーキングエリア事業の事業計画 

 

 
「 礎

いしずえ

づくり」・「華
はな

づくり」の具体化

■コンビニ・専門店等の着実な展開 

●収益向上に向け、すべてのエリアでのサービスレベルの向上を目指す「礎づくり」と、立

地の特性に応じて個性的なサービスを展開する「華づくり」という２つの面を同時に追求

し、具体化を図ります。 

●「礎づくり」の具体化として、お客様の便利をサポートするため「コンビニエンス・ストア」

を着実に展開します。 

●「華づくり」の具体化として、阿賀野川ＳＡ（上）に郷土料理や和食を中心とした「食事処」

と地域色豊かな「お土産品店」を導入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関越自動車道 山谷ＰＡ（下）】

【「コンビニエンス・ストア」導入事例：
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■さらなる安心・安全・快適さの追求 

●フェイスｔｏフェイスのきめ細やかな対応を行う

「エリアコンシェルジェ※」を導入します。（黒埼 

ＰＡ（上下）・越後川口ＳＡ（上下）） 
※「エリアコンシェルジェ」とは周辺エリアも含めたエリアでの

お買物サポート、施設のきめ細かい案内、地域とタイアップし

た最新の観光情報の提供等、従来のインフォメーションの  

「お客さまサポート」機能を強化したものです。 
 
●お客様サポート機能の充実を図るため「ベビーコ

ーナー」の拡張・充実させます。（米山ＳＡ（下）） 
●お客様の利便向上と収益拡大のため、無人エリア

において自動販売機（災害対応型）の設置を行い

ます。 

磐越自動車道 阿賀野川ＳＡ（下）】

【「エリアコンシェルジェ」導入事例： 

常磐自動車道 守谷ＳＡ（下）】 

【「華づくり」導入事例： 

●ＡＥＤの管理、救急用品の配備等を行います。 
 
 

 



５．新規事業の事業計画 

 

 

新規事業の展開により、収益とサービスの拡充を目指します。 

■ｅＮＥＸＣＯドライブプラザのさらなる充実 

●ショッピングサイトにおいて、  
新潟の地域特産品の充実に向け、

地域の皆様と連携を図ってまいり

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■Ｅ－ＮＥＸＣＯｐａｓｓのさらなる普及 

●高速道路利用のキャッシュレス化、高速料金のポイント割引など「Ｅ－ＮＥＸＣＯｐａｓｓ」

の魅力を体感していただくため、ＰＲ活動を推進していきます。 
 
 

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ                 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ                   ETC ｶｰﾄﾞ 
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                       or                    + 

 
 


